
黒
　
　
船
　
　
来

は
じ
め

に

欧
米
諸
国
の
艦
船
が
日
本
近
海
に
頻
々
と
出
没
し
、
こ
の

「異
国
船
渡
来
」

へ
の
対
策
が
幕
政
の
緊
要
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
に
と
も
な

っ
て
、

識
者
の
間
で
危
惧
さ
れ
た
問
題
は
異
国
船
に
よ
る
江
戸
湾
封
鎖
で
あ
る
Ｔ
）。

江
戸
湾
が
封
鎖
さ
れ
た
場
合
、
江
戸
市
中
が
必
要
と
す
る
生
活
物
資
な
ど

の
供
給
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
、
前
門
の
外
患
に
加
え
、
後
門
の
内
憂
を
惹

起
す
る
こ
と
が
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
物
価
騰
貴
や
物
資
不
足
を
ま

ね
き
、
市
中
の
社
会
生
活
を
困
難
に
し
て
、
幕
府
と
幕
臣
、
在
府
諸
大
名
の

財
政
を
直
撃
し
、
幕
府
の
軍
事
的
基
盤
を
解
体
さ
せ
る

一
方
、
参
勤
交
代
制

度
の
維
持
も
難
く
す
る
上
、
市
民
の
打
ち
こ
わ
し
騒
動
さ
え
惹
き
起
こ
し
か

ね
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

水
野
忠
邦
幕
閣
が
す
す
め
た
印
椿
沼
の
干
拓
事
業
の
目
的
に
そ
の
対
策
と

し
て
意
味
も
あ

っ
た
こ
と
は
、
松
本
清
張
が
天
保
改
革
を
扱

っ
た
歴
史
小
説

『天
保
図
録
』
の
中
で
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
た
が

（２
）、
そ
の
歴
史
学
的
解

明
は
藤
田
覚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

（３
）。
そ
れ
は
、
江
戸
湾
口
を
通
過
し
な
い

物
資
輸
送
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
運
河
の
開
削
計
画
で
あ

っ
た
。
こ
の
計
画

の
挫
折
は
、
天
保
改
革
挫
折
の

一
因
と
な

っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
弘
化

・
嘉

永
期
に
お
け
る
幕
府
の
海
防
政
策
の
決
定
に
と

っ
て
も
重
要
な
規
定
的
契
機

の

一
つ
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
と
い
う
土
壇
場
で
、
こ
の
問
題
が
再
浮
上
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
相
州

（三
浦
半
島
）
を
舞
台
に
し
た
、
そ
の
経
緯
を
確
認
し
、

そ
の
歴
史
的
意
義
を
検
討
し
て
み
た
い
（４
）。

一　

江
戸
湾
封
鎖
時
の
物
資
輸
送
計
画

奥

田

晴

樹

阿
部
正
弘
幕
閣
が
ペ
リ
ー
か
ら
受
理
し
た
大
統
領
国
書
の
翻
訳
文

（和
解
）

を
提
示
し
て
対
策
を
諸
大
名
以
下
に
諮
問
し
た
際
、
相
州
海
防
の
任
に
あ

っ

た
彦
根
藩
主
井
伊
掃
部
頭
直
弼
は
、
嘉
永
六

（
一
人
五
三
）
年
八
月

一
〇
日

付
で
幕
府
に
答
申
を
上
書
し
（５
）、
つ
い
で
同
年
八
月
二
九
日
付
に
、
再
び
上

書
し
て
い
る
（６
）。

前
者
で
は
、
「兎
角
寄
付
候
而
者
始
終
争
論
多
く
、
且
第

一
被
為
防
天
主
之

邪
教
候
而
、
閉
洋
之
御
法
被
為
立
置
候
　
神
謀
遠
慮
、
万
世
利
潤
之
為
に
も

不
可
変
候
儀
と
奉
恐
察
候
」
（７
）
と

「開
洋
之
御
法
」
の
堅
持
を
主
張
し
て
い

た
。
し
か
し
、
後
者
で
は
、　
一
転
し
て

「祖
宗
閉
洋
之
御
法

ニ
ハ
候
得
共
、

支
那
和
蘭
之
橋
者
か
リ
ハ
残
し
被
置
候
、
今
此
橋
を
幸
ひ
二
、
外
国
之
御
処

置
可
有
之
事
、
暫
く
兵
端
を
不
開
、
年
月
を
経
て
必
勝
万
全
を
得
る
之
術
計

二
出
可
申
哉
」
（８
）
と
し
、
そ
の

一
時
的
放
棄
の
権
道
を
説
い
て
い
る
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
吉
田
常
吉
は
前
者
を
後
者
へ
の

「
ア
プ
ロ
ー
チ
」

だ
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
（９
）。
そ
の
根
拠
は
、
前
者
の
本
文
末
尾
に
登
場

す
る
海
外
雄
飛
論
で
、
そ
れ
が
後
者
で
論
旨
の
機
軸
と
な

っ
て
展
開
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
、
両
者
の
論
理
的
な
連
続
性
を
そ
こ
に
見
出
だ
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
前
者
の
本
文
木
尾
に
は
こ
う
あ
る
（ｌｏ
）。

猶
末
々
之
見
込
和
漢
之
時
勢
を
篤
と
相
考
候
得
者
、
　

皇
国
海
中

二
独

立
し
、
外
国

二
気
を
被
呑
、
籠
城
退
縮
之
姿

二
成
行
候
而
者
、
往
々
可

憂
場

二
至
り
可
申
欺
、
海
外

二
勇
威
を
振
ひ
、
蛮
夷
危
疑
之
燿
を
抱
き

候
御
処
置
可
有
之
奉
存
候

幕
閣
に

「閉
洋
之
御
法
」
の
堅
持
を
説
く

一
方
で
、
「皇
国
」
を

「籠
城
退

縮
之
姿
」
に
せ
ず
、
海
外
雄
飛
を
は
か
る
方
向
で
の
評
議
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
後
者
で
は
、
冒
頭
で

「開
洋
鎖
国
之
御
法
」
の
成
立
経
緯
に
触

航

と

相

州

―

江

戸

湾

封

鎖

対

策

を

中

心

に

―
―
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れ
、
そ
れ
以
前
に
朱
印
船
が
存
在
し
た
事
実
を
指
摘
し
、
長
崎
貿
易
の
拡
大

と
い
う
権
道
で
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
対
処
す
る
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
「交
易
之

儀

ハ
国
禁
な
れ
と
、
時
世

二
古
今
の
差
あ
り
、
有
無
相
通
す
る
ハ
天
地
之
道

也
」
と
し
た
上
で
、
「寛
永
以
上
之
御
朱
印
船
を
復
古
し
」
て

「表

二
商
船
を

申
立
、
内
実

ハ
専
ら
海
軍
之
調
練
を
心
得
、
追
々
船
数
を
増
而
習
熟
し
、
日

本
人
自
在
二
大
洋
を
乗
廻
」
す
よ
う
に
せ
よ
と
説
い
て
い
る
（ｎ
）。

な
る
ほ
ど
、
前
者
の
海
外
雄
飛
論
が
後
者
で
よ
り
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て

お
り
、
両
者
の
間
に
論
理
的
な
連
続
性
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
吉
田
の
立
場

は
、
十
分
な
論
拠
を
も
つ
も
の
と
し
て
首
肯
さ
れ
よ
う
。

こ
の
海
外
雄
飛
論
は
、
彼
此
の
戦
力
格
差
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
認

識
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
（１２
）。

抑
慶
長
十
四
年
、
五
百
石
以
上
之
兵
船
廃
毀
以
来
、
　

皇
国
沿
海
大
砲

ヲ
以
外
寇
二
可
敵
対
之
軍
艦
無
之
、
唯
之

二
も
八
丈
島
大
島
其
外
独
立

之
島
々
足
掛
リ
ニ
乗
取
候
時

ハ
、
其
儘

二
難
差
置
く
候
得
共
、
兵
艦
な

く
て
ハ
、
追
討
之
術
計
何
分
無
心
許
奉
存
候

外
寇
に
備
え
る
軍
艦
を
欠
如
し
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
海
軍
建
設
を
兼

ね
た
海
外
雄
飛
論
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
見
て
く
る
と
、
前
者
に
お
け
る

「閉
洋
之
御
法
」
堅
持
の
主
張
も
、

幕
閣
の
評
議
に
よ

っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
そ
う
な
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
も

っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
そ
う
し
た
仕
掛
け
の

一
つ
は
、
吉
田
が
指
摘
す
る
海
外
雄
飛
論
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
前
者
の
末
尾
に
付
言
の
形
で
提
示
し
て
い
る
、
ペ
リ

ー
艦
隊
に
よ
る
江
戸
湾
封
鎖
を
想
定
し
た
、
そ
の
際
の
江
戸
へ
の
物
資
輸
送

計
画
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る

（１３
）。

夷
賊
相
州
海
へ
渡
来
、
廻
船
を
妨
候
節
、
西
国
中
国
メ
廻
船
之
荷
物
者
、

駿
州
沼
津

へ
陸
上
致
し
、
豆
州
三
島
メ
甲
府
海
道
山
中
迄
、
夫
ぶ
四
里

計
之
間
道
を
経
て
、
武
州
ぶ
甲
府
之
海
道
筋
、
小
原
小
仏
之
辺
へ
出
、

日
野
迄
参
り
、
夫
妙
玉
川
筋
を
川
下
ケ
、
世
田
ケ
谷
江
陸
上
、
江
戸

ヘ

運
送
致
候

ハ
ゝ
、
大
凡
四
十
里
余

二
も
相
成
可
申
哉
、
駄
馬
継
立
候
義

随
分
出
来
可
申
哉
二
相
聞
申
候
、

但
、
此
山
中
妙
忍
原
小
沼
之
間
道
を
経
て
、
江
戸
ぶ
甲
府
之
海
道
下

谷

へ
出
候
方
道
近
く
、
継
立
都
合
も
可
宜
哉
、
里
数
之
処
分
明

二
無

之
候

こ
の
輸
送
経
路
は
、
図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
高
低
差
を
と
も

な
う
大
迂
回
路
で
あ
る

（１４
）。
そ
し
て
、
輸
送
に
要
す
る
人
馬
の
継
立
が
莫
大

な
も
の
に
な
る
と
の
予
想
を
伝
間
の
形
で
指
摘
し
、
こ
の
計
画
の
実
現
が
経

費
面
で
困
難
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
江
戸

へ
の
物
資
搬
入
口
を
自
藩
の
分
領
で
あ
る
世
田
谷
に
し
て
い
る
あ
た
り
は
、

な
か
な
か
し
た
た
か
で
は
あ
る
。

武
蔵

江戸
日野

世田谷小仏。甲府

甲
斐

玉 川

図 1 江戸への物資陸上輸送計画経路図

駿
河
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ペ
リ
ー
艦
隊
の
要
求
を
拒
絶
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ペ
リ
ー
側
に
開
戦
の
権

限
な
い
し
意
思
が
あ

っ
た
ど
う
か
（１５
）
を
知
り
得
る
状
況
に
な
か
っ
た
当
時

の
幕
府
側
で
は
、
当
然
、
開
戦
と
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
起
こ
り
得
る
事
態
を

想
定
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
直
弼
は
、
幕
閣
に
対
し
て
、
ま
ず
、
前
者
で
江
戸

湾
封
鎖
時
の
物
資
輸
送
計
画
と
そ
の
実
現
上
の
困
難
さ
、
つ
い
で
、
後
者
で

海
軍
の
欠
如
と
い
う
戦
力
上
の
決
定
的
な
不
利
と
、
そ
れ
に
よ
る
ベ
リ
ー
艦

隊
撃
攘
の
困
難
さ
と
い
う
形
で
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
せ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
軍
事
面
に
限

っ
て
も
、
「徳
川
四
天

王
」
に
数
え
ら
れ
る
徳
川
軍
団
の
最
精
鋭
と
見
ら
れ
て
き
た
上
に
（１６
）、
川
越

藩
と
と
も
に
相
州
海
防
に
あ
た

っ
て
い
た
彦
根
藩
主
の
見
解
で
あ
る
だ
け
に
、

幕
閣
に
と
っ
て
そ
れ
な
り
の
重
み
を
も

っ
て
い
た
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
直

弼
が
、
幕
閣
に
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
も
つ
溜
間
詰
諸
大
名
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
あ
る
こ
と
も
、
念
頭
に
お
い
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
直

弼
の
側
に
立

っ
て
み
れ
ば
、
自
説
を
幕
閣
に
採
用
さ
せ
る
上
で
有
効
と
考
え

た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
江
戸
湾
封
鎖
時
の
物
資
輸
送
計
画
は
、
開
鎖
の
土
壇

場
に
い
た

っ
て
も
な
お
、
あ
る
い
は
土
壇
場
な
れ
ば
こ
そ
、
幕
閣
に
お
け
る

政
策
決
定
上
の

一
因
子
た
り
得
る
も
の
だ

っ
た
、
と
考
え
て
差
支
え
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
　
三
浦
半
島
横
断
運
河
開
削
計
画

＜一‐
　
運
河
開
削
計
画

ペ
リ
ー
来
航
と
い
う
土
壇
場
で
の
江
戸
湾
封
鎖
時
の
物
資
輸
送
計
画
に
は
、

直
弼
の
最
初
の
上
書
に
あ
る
甲
州
迂
回
路
と
は
別
に
、
も
う

一
つ
の
プ
ラ
ン

が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
三
浦
半
島
を
逗
子
か
ら
横
須
賀
ま
で
横
断
す
る
運
河

を
開
削
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

幕
府
の
代
官
で
、
嘉
永
六

（
一
人
五
三
）
年
、
ペ
リ
ー
来
航
に
対
処
す
べ

く
、
勘
定
吟
味
役
格
に
任
ぜ
ら
れ
、
海
防
の
議
に
参
画
し
て
い
た
江
川
太
郎

左
衛
門
英
竜
の
関
係
史
料

（江
川
文
庫
所
蔵
）
で
、
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）

年
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
海
防
に
関
す
る
取
調
書
の

一
節
に
書
き
取

ら
れ
た
文
書
に
、
そ
の
計
画
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（１７
）。

も

っ
と
も
、
英
竜
の
手
許
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
取
調
書
に
登
場

す
る
文
書
で
あ
る
か
ら
、
幕
閣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、

提
出
者
が
不
明
な
た
め
、
こ
の
計
画
の
歴
史
的
位
相
の
全
体
像
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
計
画
の
存
在
そ
れ
自
体
を
確
認
す
る
に

は
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

文
書
は
、
そ
の
冒
頭
、
異
国
船
の
浦
賀
来
航
に
よ
る
江
戸
湾
の
封
鎖
が
江

戸
市
中
の
騒
擾
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
と
、
潮
流
に
よ

っ
て
台
場
が
崩
壊
す
る

こ
と
の
危
険
性
を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
■
）。

向
後
異
国
船
浦
賀
表
江
渡
来
仕
、
異
心
を
懐
キ
数
日
滞
帆
仕
候
節

ハ
、

諸
国
廻
船
之
碍

二
も
相
成
、
江
戸
市
中
夫
而
己

二
而
も
躁
擾
可
相
成
、

且
、
冨
津

・
猿
島
之
間
埋
立
砲
台
等
取
立
候

二
付
而

ハ
、
潮
勢
弥
上
激

発
仕
、
保
方
二
も
拘
り
可
申
、

そ
こ
で
、
図
２
に
示
し
た
三
浦
半
島
横
断
運
河
の
開
削
計
画
を
、
以
下
の

よ
う
に
提
案
す
る

（１９
）ｏ

労
井
伊
掃
部
頭
御
預
所
相
州
三
浦
郡
小
坪
村

・
桜
山
村
之
間
田
越
川
筋
、

鎌
倉
浦
晴
鶴
岬
ョ
リ
田
越
橋
迄
三
町
五
拾
四
間
汐
入
通
船
出
来
仕
、
右

田
越
橋
ョ
リ
沼
間
村
字
八
反
目
迄
山
間
之
平
地
直
径
凡
二
十
二
町
十
六

間
余
、
八
反
ロ
ョ
リ
船
越
坂
迄
字
笹
山
高
低
切
割
平
均
凡
十
七
町
四
十

八
間
余
、
夫
ョ
リ
山
間
幅
十
五
間
ョ
リ
追
ミ
海
近
三
十
七
間
程
二
相
成
、

浦
ノ
郷
村

・
田
浦
村
之
間
江
通
し
居
、
粗
取
調
候
処
、
格
別
田
畑
潰
地

等
も
少
く
、
手
数
モ
相
掛
り
不
申
候
間
、
右
場
所
切
割
晴
鶴
岬
辺
ョ
リ

端
船

二
而
江
戸
表
江
運
漕
仕
候
得

ハ
、
無
滞
諸
品
着
津
も
仕
、
都
下
躁

擾
之
患
も
無
之
、
且
、
内
海
呑
吐
之
潮
勢
を
緩
候
為

二
も
相
成
、　
一
事

両
全
之
義
二
も
有
之
可
然
欺

こ
の
運
河
の
開
削
は
、
江
戸
市
中
の
騒
擾
も
台
場
の
崩
壊
も
防
げ
る

「
一

事
両
全
」
の
措
置
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
江
戸
湾
に
進
入
す
る
船
舶
は
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0

4

す
べ
て
浦
賀
で
積
み
荷
の
検
査
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
運
河

を
開
削
す
る
と
、
そ
れ
が
抜
け
荷
の
た
め
の
バ
イ
パ
ス
に
な

っ
て
し
ま
う
虞

れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
然
、
運
河
の
し
か
る
べ
き
場
所
に
浦
賀
番
所
の
出

張
所

（「出
番
所
」
）
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
（２ｏ
）。

尤
、
浦
賀
御
番
所
通
船
改
方
之
間
道

二
相
成
候
間
、
可
然
場
所
江
出
番

所
補
理
、
浦
賀
奉
行
組
之
者
出
張
相
改
候
て
、
御
不
取
締
之
義
も
有
之

間
敷
奉
存
候

さ
ら
に
、
こ
の
文
書
で
は
、
房
総
半
島
の
方
に
も
、
冨
津
の
東
北
に
位
置

す
る
人
見
村
か
ら
千
種
新
田
に
抜
け
る
横
断
運
河
を
開
削
す
る
こ
と
も
提
案

し
て
い
る
（２．
）。

且
、
冨
津
丑
寅
之
方
人
見
村
小
糸
川
筋
切
割
、
千
種
新
田
磯
辺
江
切
抜

候
得
ハ
、
是
亦
平
垣
岩
石
も
無
之
砂
地
二
付
、
容
易
御
成
功

二
も
相
成
、

弥
潮
勢
相
寛
め
新
築
保
方
相
助
候
様
仕
度
、

こ
ち
ら
の
方
の
目
的
は
、
も

っ
ば
ら
潮
流
を
弱
め
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
最
後
は
こ
う
ま
と
め
て
い
る
（２２
）。

弥
御
評
決
も
被
為
在
候
ハ
ゝ
追
螢
取
調
可
申
上
奉
存
候

集
団
で
の
評
議
を
前
提
と
し
た

「御
評
決
」
の
文
言
は
幕
閣
に
上
書
を
呈

す
る
際
の
常
套
句
で
あ
り
、
ま
た

「取
調
」
は
調
査
と
計
画
の
両
方
を
合
意

す
る
文
言
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
最
後
の

一
節
は
、
幕
閣
の
評
決
が
得
ら
れ
れ

ば
、
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
な
い
、
本
格
的
な
計
画
を
提
出
す
る
、
と
い
う

よ
う
に
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ど
ち
ら
の
運
河
に
せ
よ
、
開
削
工
事
の
前
途
を
か
な
り
楽
観

的
に
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。
印
鰭
沼
の
排
水
路

を
兼
ね
た
運
河
の
開
削
が
技
術
面
で
難
渋
を
き
わ
め
、
そ
れ
が
工
事
経
費
を

膨
脹
さ
せ
て
計
画
全
体
を
破
綻
さ
せ
た
経
緯
に
徴
し
て
、
こ
の
楽
観
的
な
見

通
し
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
ま
こ
と
に
乏
し
い
。
当
時
の
幕
府
の
厳
し
い
財

政
事
情

（２３
）
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
緊
急
を
要
す
る
対
策
と
し
て
、
こ

の
計
画
を
幕
閣
が
採
用
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ

っ
た
と
見
て
よ

い
し
、
事
実
、
こ
れ
は
実
現
し
て
い
な
い
。

図 2 三浦半島横断運河開削計画関係要図
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同
　
地
元
住
民
の
反
対

こ
の
運
河
開
削
計
画
に
地
元
の
住
民
は
ど
う
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

年
次
と
宛
所
が
不
明
だ
が
、
計
画
さ
れ
た
運
河
の
経
路
に
あ
た
る
沼
間
村

の

「小
前
百
姓
共

一
同
」
が
こ
の
計
画
の
不
採
用
を
求
め
た
願
書
が
、
地
元

に
残
さ
れ
て
い
る
２
）。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
計
画
を
め
ぐ
る
経
緯
と
、
地
元
の
驚
き
が
語
ら

れ
て
い
る
（２５
）。

今
般
当
御
預
所
相
模
国
三
浦
郡
田
浦
村
船
越
新
田
ョ
リ
西
浦
長
州
様
御

預
所
同
郡
桜
山
村
多
越
川
迄
、
掘
抜
通
船
致
候
様
之
願
人
モ
有
之
哉
之

風
間
、
尤
、
右
風
聞
之
儀
も
三
拾
ヶ
年
前
ョ
リ
是
迄
不
得
止
事
願
望
仕

居
候
様
子
、
既

二
去
ル
丑
年
七
月
中
、
先
御
領
主
松
平
大
和
守
様
御
重

役
方
、
右
川
筋
為
御
見
分
被
遊
御
出
張
、
右
川
筋
引
通
田
畑
凡
反
別
井

民
家
居
屋
鋪
差
障
凡
御
取
調
モ
有
之
候
処
、
尚
又
此
節
風
聞
承
り
候
処
、

右
川
筋
掘
抜
御
上
様
江
願
上
候
者
共
モ
有
之
哉
之
旨
、
籟

二
風
聞
承
り

小
前

一
同
奉
驚
入
候
、

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
経
緯
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

①
三
〇
年
来
、
こ
う
し
た
運
河
開
削
計
画
を

「願
望
」
す
る
向
き
が
あ
る

と
の

「風
聞
」
が
存
在
し
た
。

②

「去
ル
丑
年
七
月
中
」
、
つ
ま
り
ベ
リ
ー
来
航
直
後
の
嘉
永
六

（
一
八
五

二
、
癸
丑
）
年
七
月
、
川
越
藩
が
運
河
の
計
画
経
路
に
つ
い
て
、
地
元
住
民

へ
の
影
響
評
価

（ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を
行
な
っ
た
。

③
相
州
の
海
防
担
当
が
彦
根

・
川
越
両
藩
か
ら
長
州

。
肥
後
両
藩
に
交
代

し
た
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年

一
一
月
以
降
に
、
運
河
開
削
の
許
可
を
求
め

る

「願
人
」
が
あ
る
と
の

「風
聞
」
が
流
布
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ま
ず
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
計
画
が

机
上
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
川
越
藩
が
調
査
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
動
き

が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は

「風
聞
」
で
は
な
く
、

事
実
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
幕
閣
に
呈
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
前
引
の
文
書

の
文
中
に
は

「井
伊
掃
部
頭
御
預
所
」
云
々
と
あ
り
（２６
）、
井
伊
に
敬
称
が
付

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
提
出
者
が
彦
根
藩
と
同
役
の
川
越
藩
で

あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が

っ
て
、
幕
命
に
よ

っ
て
、
川
越
藩
が
現
地

の
調
査
に
あ
た
っ
た
と
み
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
彼
の
文
書

の
提
出
日
時
も
、
ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
六
月
二
日

か
ら
ほ
ど
な
く
で
、
し
か
も
翌
七
月
ま
で
は
ず
れ
込
ま
な
い
時
点
と
い
う
推

定
も
成
り
立
ち
得
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
、
こ
こ
で
問
題
と
な
つ
て
い
る

「願
人
」
の
存
否
、
そ
し
て
も
し
そ

の
存
在
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
浦
郡
佐

野
村
に
居
住
す
る
河
野
松
之
助
な
る
人
物
の
、
安
政
二

（
一
人
五
五
）
年

一

一
月
付
の

「就
御
吟
味
仕
上
回
書
」
が
、
当
時
、
大
惣
代
を
動
め
て
い
た
永

嶋
家
に
残
さ
れ
て
い
る
（２７
）。
そ
の

一
節
に
こ
う
あ
る
（２８
）ｏ

当
七
月
十
七
、
八
日
比
江
戸
檜
物
町
清
五
郎

・
茅
場
町
平
兵
衛
と
申
者

両
人
私
江
頼
談
之
筋
有
之
罷
越
、
子
細
者
鎌
倉
門
筋
ぶ
沼
間
村
懸
之
山

手
を
掘
通
シ
、
船
越
新
田
之
様

二
通
船
之
仕
法
追
ミ
ロ
論
見
有
之
、
其

受
負
仕
候
内
望

二
而
茂
有
之
候
哉
、
海
辺
付
村
螢
故
障
有
無
承
合
、
大

惣
代
衆
手
元
江
茂
懸
合
申
た
る
趣
二
候
得
共
、
思
ハ
敷
参
兼
候
様
子
ニ

而
、
何
卒
御
陣
屋
詰
御
重
役
様
江
御
対
面
を
願
度
候
得
共
、
其
手
続
無

之
間
、
何
卒
私
よ
り
庄
司
殿
江
申
入
呉
様
混
相
頼
候
二
付
、
其
儀
者
致

承
知

安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
七
月

一
七
、
八
日
頃
、
江
戸
の
檜
物
町
の
清
五

郎
と
茅
場
町
の
平
兵
衛
の
二
人
が
、
松
之
助
に
次
の
よ
う
な
相
談
を
も
ち
か

け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、
運
河
開
削
の
動
き
を
知
り
、
工
事
を
請

け
負

い
た
い
と
願
い
、
地
元
住
民
か
ら
工
事
の
承
諾
を
取
り
付
け
る
べ
く
、

大
惣
代
た
ち
と
交
渉
し
た
が
、
ど
う
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
陣
屋
の
役
人
の

上
層
部
に
働
き
か
け
て
埒
を
明
け
よ
う
と
も
思
う
が
、
手
蔓
が
な
い
。
ど
う

か
、
大
惣
代
の
永
嶋
庄
司
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
松
之
助
は

引
き
受
け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る

（２９
）。

運
河
開
削
の
許
可
を
求
め
る

「願
人
」
は
、
こ
の
清
五
郎
と
平
兵
衛
と
い

う
、
こ
の
種
の
土
木
工
事
の
請
負
業
者
で
あ
る
二
人
の
江
戸
町
人
で
あ
る
可

能
性
が
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。
も

っ
と
も
、
他
に
も
同
様
の
動
き
が
、

同
じ
時
期
か
、
あ
る
い
は
別
の
時
期
に
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
と
大
同
小
異
の
連
中
で
あ
ろ
う
。
江
戸
湾
の
内
海
台

場
の
工
事
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
海
防
を

一
つ
の
企
業
機
会
と
と
ら
え
、

そ
の
受
注
に
血
眼
と
な
っ
て
い
る
工
事
請
負
業
者
―
―
こ
れ
が

「願
人
」
の
正

体
だ
ろ
う
。

地
元
住
民
は
、
清
五
郎
と
平
兵
衛
が
立
ち
往
生
し
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か

る
と
お
り
、
こ
の
計
画
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
沼
間
村
の
願
書
は
こ
う
続

け
て
い
る
（３ｏ
）。

万

一
御
上
様
御
用
弁

ニ
モ
相
立
、
掘
抜
願
之
通
御
取
上
ヶ
御
間
済

二
可

相
成
儀
も
、
乍
恐
難
計
、
左
候
得

ハ
、
当
村
広
地
筋
田
畑
不
残
川
筋
引

通

二
相
成
、
左
右
谷
合

ハ
土
揚
場
所
二
而
、
田
畑
大
外
荒
到
、
当
村
田

畑
反
別
四
拾
六
町
程
も
有
之
、
内
六
、
七
町

ハ
山
畑

二
而
古
来

ョ
リ

猪

。
鹿
多
出
、
是
迄
年
来
荒
し
来
候
場
所
相
残
候
哉

二
奉
存
候
、
村
方

之
儀

ハ
東
西
江
廿
町
余

・
南
北
江
壱
町
程

二
而
、
家
数
五
拾
五
軒
之
内

五
十
軒
入
陰
、
四
ヶ
寺
程
も
川
筋
引
通
差
障

二
可
相
成
奉
存
、
然
ル
上

御
田
地
御
取
上
ヶ
、
其
上
民
家
迄
も
御
取
払

二
相
成
候
而
ハ
、
百
姓

一

通
外
渡
世
無
之
村
柄
故
、
万

一
掘
抜
願
之
通
被
仰
付
候
上

ハ
、
小
前
百

姓

一
同
、
渡
世
暮
方
親
族
妻
子
養
育
之
手
達

二
無
之
、
元
来
田
畑
耕
作

而
己
ヲ
以
是
迄
渡
世
暮
方
致
来
候
間
、
外
渡
世
向
無
之
、
此
後
御
田
地

御
取
上
ヶ
、
尚
又
民
家
取
方
付
被
仰
付
候
上

ハ
、
以
来
村
方
小
前
共
如

何
之
以
渡
世
可
致
哉
、
小
前

一
同
非
至
卜
心
痛
仕
候
間
、
何
卒
格
別
之

以
御
慈
悲
、
小
前
百
姓
難
渋
之
段
、
乍
恐
御
恐
察
被
成
下
、
掘
抜
出
来

之
儀
御
見
合
せ
御
免
除
被
成
下
度
、
乍
恐
以
書
付
村
中
小
前

一
同
奉
願

上
候
、
右
願
之
通
り
御
見
合
被
仰
付
候

ハ
ゝ
、
広
太
之
御
慈
悲
畳
重
難

有
仕
合

二
奉
存
候
、
以
上
、

要
す
る
に
、
運
河
開
削
の
た
め
に
耕
地
と
家
屋
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
ら
、

農
業
以
外
に
生
業
の
途
が
な
い
村
民
の
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
る
、
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
こ
の
運
河
開
削
計
画
の
実
現
を
阻
む
二
つ
の
契
機
が
見
出
だ

せ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、　
一
つ
は
地
元
住
民
の
生
活
擁
護
、
「百
姓
成
立
」

の
論
理
で
あ
る
貧
）。
も
う

一
つ
は
、
河
野
松
之
助
の
よ
う
な
呼
応
者
を
地
元

住
民
の
中
に
も
有
す
る
、
企
業
機
会
化
、
富
民
志
向
の
論
理
で
あ
る
。
前
者

は
計
画
そ
れ
自
体
に
直
裁
立
ち
は
だ
か
る
も
の
だ
が
、
後
者
は
、　
一
見
、
計

画
の
推
進
を
介
助
す
る
か
に
見
え
て
、
そ
の
経
費
を
膨
脹
さ
せ
て
財
政
面
か

ら
実
現
を
困
難
に
さ
せ
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「皇
国
」
の
危
機
を

「四
民
共
力
」
に
よ

っ
て
乗
り
切

っ
て
い
こ
う
と
す
る
阿
部
正
弘
幕
閣
の
政
策

理
念

（３２
）
と
は
ほ
ど
遠
い
実
態
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
と

め

に

か
え

て

こ
こ
で
は
、
ベ
リ
ー
来
航
と
い
う
土
壇
場
で
、
そ
れ
へ
の
幕
閣
の
対
策
決

定
に
お
い
て
江
戸
湾
封
鎖
時
の
物
資
輸
送
問
題
が
重
要
な

一
因
子
と
な

っ
て

お
り
、
そ
こ
で
江
戸
湾
口
を
迂
回
す
る
物
資
輸
送
の
バ
イ
パ
ス
が
考
案
さ
れ
、

そ
の

一
つ
と
し
て
天
保
改
革
の
際
に
挫
折
し
た
運
河
開
削
計
画
が
三
浦
半
島

横
断
運
河
と
い
う
形
で
再
浮
上
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
こ
の
計
画
の
実
現
を
阻
む
契
機
と
し
て
、
地
元
住
民
の

「百
姓
成

立
」
の
論
理
と
、
地
元
住
民
の
中
に
も
呼
応
者
を
も
つ
、
企
業
機
会
化
、
富

民
志
向
の
論
理
と
の
、
二
つ
を
検
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
実
現
の
阻
止

要
因
は
、
幕
府
の
財
政
事
情
な
ど
、
そ
の
他
に
も
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
右

の
二
つ
は
、
阿
部
正
弘
幕
閣
の

「四
民
共
力
」
政
策
に
背
馳
す
る
と
い
う
意

味
で
、
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

（１
）

幕
府
は
、
天
保

一
一

（
一
八
四
〇
）
年
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
す
る

と
、
急
速
、
海
防
掛
を
設
け
、
老
中
の
古
河
藩
主
土
井
大
炊
頭
利
位
と

松
代
藩
主
真
田
信
濃
守
幸
貫
を
こ
れ
に
任
じ
た
。
佐
久
間
象
山
は
、
主

君
の
幸
貫
に
天
保

百
二

（
一
八
四
二
）
年

一
一
月
二
四
日
付
で
呈
し
た

上
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（佐
藤
昌
介

・
植
手
通

有

・
山
口
宗
之
編

『渡
辺
華
山
　
高
野
長
英
　
佐
久
間
象
山
　
横
井
小

楠
　
橋
本
佐
内
』
日
本
思
想
大
系
５５
、
岩
波
書
店
、　
一
九
七

一
年
六
月
、

二
六
八
～
二
六
九
頁
）
。
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本
邦
の
近
海
を
も
彼
国
人
に
委
敷
測
量
し
、
書
に
著
し
印
刻
仕
候

も
の
も
御
座
候
よ
し
、
（中
略
）
本
邦
の
近
海
不
知
案
内
の
義
と

は
存
じ
ら
れ
不
申
、
其
上
本
邦
の
漂
流
人
も
そ
の
国
に
数
年
留
り

居
り
候
へ
ば
、
そ
の
者
共
よ
り
承
り
候
て
も
、
江
戸
表
の
天
下
輻

較
の
都
に
て
人
戸
租
密
仕
、
其
日
用
之
米
穀
は
必
ず
諸
州
よ
り
海

運
仕
候
事
は
委
敷
承
知
可
罷
在
候
へ
ば
、
万

一
事
に
及
び
候
節
、

江
戸
海
運
の
要
路
を
断
載
り
候
謀
略
に
て
、
最
初
に
大
島
に
て
も

攻
取
、
右
を
姑
く
巣
穴
と
仕
、
伊
豆
沖
井
に
相
房
近
辺
に
数
艘
の

大
舶
を
繋
げ
候
事
も
御
座
候
は
ゞ
、
諸
国
よ
り
の
廻
米

一
時
に
差

支
、
如
何
様
相
房
之
御
固
め
御
座
候
と
も
致
し
方
有
之
間
敷
、
只

て
を
束
ね
候
計
り
に
て
、
日
な
ら
ず
し
て
江
戸
表
の
御
差
支
は
い

ふ
べ
か
ら
ず
奉
存
候
。

こ
の
上
書
で
、
象
山
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
来
航
を
想
定
し
て
論
議
を
展

開
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
測
量
と
漂
流
民
か
ら
の
情
報
と
に
よ

っ

て
、
イ
ギ
リ
ス
が
江
戸
湾
封
鎖
の

「謀
略
」
を
行
な
う
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
江
戸
が
重
大
な
危
機
に
み
ま
わ
れ
か
ね
な
い
、
と
説
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

（２
）
　

松
本
清
張

『天
保
図
録
』
朝
日
文
庫
、
上
、　
一
九
九
二
年

一
一
月
、

四
四
三
～
四
四
五
頁
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、
水
野
忠
邦
が
後
藤
三
右
衛

門
に
そ
う
し
た
意
図
を
語
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品

は
、
「週
刊
朝
日
』
に

一
九
六
二
年
四
月
九
日
号
か
ら

一
九
六
四
年

一

二
月
二
九
日
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
の
が
初
出
で
、
の
ち

一
九
六
四
年
六

月
～

一
九
六
五
年
七
月
に
三
分
冊
で
単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
。

（３
）
　

藤
田
覚

『幕
藩
制
国
家
の
政
治
史
的
研
究
―
―
天
保
期
の
秩
序

・
軍

事

。
外
交
』
校
倉
書
房
、　
一
九
八
七
年
九
月
を
参
照
。

（４
）
　

相
州
の
海
防
を
め
ぐ
る
経
緯
の
概
観
は
、
拙
稿

「
『黒
船
来
航
」
を

ど
う
教
え
る
か
」

（『全
歴
研
紀
要
』
第
二
四
集
、　
一
九
八
八
年
二
月
）

を
参
照
。

（５
）
　

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編

『大
日
本
古
文
書
　
幕
末

外
国
関
係
文
書
』
二
、
東
京
帝
国
大
学
、　
一
九

一
〇
年
九
月
、
七
四
～

七
七
頁
。
以
下
、
『文
書
』
二
と
省
略
。

同
右
二
五
五
～
二
五
九
頁
。

同
右
七
四
頁
。

同
右
二
五
六
頁
。

吉
田
常
吉

『安
政
の
大
獄
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九

一
年
八
月
、
三

九
～
四
二
頁
を
参
照
。

『文
書
』
二
、
七
五
～
七
六
頁
。

同
右
二
五
七
頁
。

同
右
二
五
六
頁
。

同
右
七
六
頁
。

作
図
は
す
べ
て
香
川
雄

一
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。
記
し
て
同
氏
に

謝
意
を
表
す
る
。

ペ
リ
ー
側
に
お
け
る
開
戦
の
権
限
な
い
し
意
思
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

加
藤
祐
三

『黒
船
前
後
の
世
界
』
岩
波
書
店

。
一
九
八
五
年

一
一
月

（増
補
版
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、　
一
九
九
四
年
五
月
）
を
参
照
。

セ
シ
ュ
の
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
琉
球

。
長
崎
来
航
と
ビ

ッ
ド
ル

の
率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
浦
賀
来
航
が
重
な

っ
た
弘
化
三

（
一
八
四

六
）
年
の
危
機
の
後
、
相
州
の
海
防
は
、
そ
れ
ま
で
の
川
越
藩
に
加
え

て
、
彦
根
藩
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
川
越
藩
主
松
平

大
和
守
斉
典
は
、
現
地
の
家
臣
に
直
書
を
与
え
、
彦
根
藩
を

「武
功
の

大
身
」
と
評
し
、
無
駄
な
競
争
を
し
な
い
よ
う
、
以
下
の
如
く
懇
切
に

戒
め
て
い
る

（神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
編

『神
奈
川
県
史
』
資

料
編
１０

。
近
世
７

「海
防

。
開
国
」
、
神
奈
川
県
、　
一
九
七
八
年
二
月
、

一
二
五
～

一
三
六
頁
）
。

井
伊
家

ハ
旧
来
之
家
柄
と
申
、
殊

二
大
身
な
れ
ハ
諸
事
二
付
彦
根

を
見
く
ら
へ
、
或
者
物
張
合
之
義
な
と
致
間
敷
、
自
然
彦
根
を
見

競
候
様
な
る
義
有
之
候
而

ハ
、
不
勝
手
之
当
家
な
れ

ハ
、
此
上
物

入
多
二
相
成
候
而
ハ
、
連
も
取
続
方
難
渋
可
及
と
存
候
間
、
能
　
其

品
を
思
ふ
へ
し
、
尤
此
方
之
武
備
武
辺
を
以
て
、
井
伊
家
へ
対
し

決
而
誇
へ
か
ら
す
、
弓
矢
之
礼
儀
を
厚
ふ
し
、
唯

一
筋
二
我
等
御

（６
）

（７
）

（８
）

（９
）

（
１５
）
14 13 12 11 1016

- 30 -



奉
公
の
　
　
公
辺
江
相
立
候
様

二
と
存
込
、
彦
根
と
当
家
と

一
和

い
た
し
、
夷
秋
を
海
岸
二
而
防
候
義
肝
要
と
存
候

こ
こ
に
は
、
海
防
の
負
担
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
窮
迫
の
度
を
増
し
た

川
越
藩
の
財
政
事
情
と
と
も
に
、
彦
根
藩
が
当
時
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ

て
い
た
か
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（１７
）
　

『逗
子
市
史
』
資
料
編
Ⅱ

。
近
世
Ⅱ
、
逗
子
市
、　
一
九
八
八
年
二
月
、

五

一
五
～
五

一
六
頁
。

（１８
）
　

同
右
五

一
五
頁
。

（１９
）
　

同
右
五

一
五
～
五

一
六
頁
。

（２０
）
。
（２１
）
。
（２２
）
　

同
右
五

一
六
頁
。

（２３
）
　

弘
化

。
嘉
永
期
の
幕
府
財
政
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
制
約
の
た
め
か
、

そ
の
研
究
を
欠
く
が
、
前
後
の
時
期
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
厳
し
い
状

態
が
推
測
で
き
る
。
天
保
期
は
大
口
勇
次
郎

「天
保
期
の
幕
府
財
政
」

（『お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第
二
二
巻
第
二
号
、　
一
九
六

九
年
二
月
）
お
よ
び

「天
保
期
の
性
格
」

（岩
波
講
座

『日
本
歴
史
』

１２
、
岩
波
書
店
、　
一
九
七
六
年

一
一
月
）
、
文
久
期
は
大
口
勇
次
郎

「文
久
期
の
幕
府
財
政
」
（
『幕
末

・
維
新
の
日
本
』
年
報

。
近
代
日
本

研
究
３
、
山
川
出
版
社
、　
一
九
八

一
年

一
〇
月
）
、
元
治
期
は
飯
島
千

秋

「元
治
期
の
幕
府
財
政
」

（『横
浜
商
大
論
集
』
第
二
二
巻
第

一
号
、

一
九
八
八
年

一
二
月
）
、
幕
末
期
全
体
は
森
田
武

「幕
末
期
に
お
け
る

幕
府
の
財
政

。
経
済
政
策
と
幕
藩
関
係
」
（『歴
史
学
研
究
』
第
四
三
〇

号
、　
一
九
七
六
年
二
月
）
を
参
照
。

（２４
）
　

前
掲

『逗
子
市
史
』
資
料
編
Ⅱ
、
六

一
六
～
六

一
七
頁
。

（２５
）
　

同
右
六

一
六
頁
。

（２６
）
　

同
右
五

一
五
頁
。

（２７
）
　

前
掲

『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１０
、
四
四
四
～
四
四
八
頁
。

（２８
）
　

同
右
四
四
六
頁
。

（２９
）
　

河
野
松
之
助
の

一
件
に
つ
い
て
は
、
伊
東
富
昭

「熊
本
藩
の
相
州
警

衛
と
河
野
松
之
助
騒
動
」
（『京
浜
歴
科
研
会
報
』
第

一
二
九
号
、　
一
九

九
五
年
四
月
）
お
よ
び
同

「河
野
松
之
助
騒
動
―

三
浦
半
島
に
お
け

る
村
方
騒
動
の

一
例
―
―
」
（『高
壽
園
』
第
四
号
、　
一
九
九
七
年
二
月
）

を
参
照
。

（３０
）
　

前
掲

『逗
子
市
史
』
資
料
編
Ⅱ
、
六

一
六
～
六

一
七
頁
。

（３１
）
　

「百
姓
成
立
」
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
深
谷
克
己

『百
姓
成
立
』
塙

書
房

。
一
九
九
二
年
四
月
を
参
照
。

（３２
）
　

阿
部
正
弘
幕
閣
の

「四
民
共
力
」
政
策
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「近
代

日
本
に
お
け
る
立
憲
政
体
導
入
の
歴
史
的
前
提
」
（『北
陸
学
院
短
期
大

学
紀
要
』
第
二
八
号
、　
一
九
九
六
年

一
二
月
）
を
参
照
。
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